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発行：総務課新庁舎整備室  ☎024-582-2111 ／ 発行日：平成 29 年 6 月 7 日    

 新庁舎の検討状況については、これまで「広報こおり」を活用し町民の皆様へお知らせしてきまし

たが、今後は、検討状況をより詳しくお伝えするために、「新庁舎建設ニュース」を随時発行し、最

新の情報を皆様にお知らせしていきます。 

 新庁舎町民アンケート調査結果の概要をお知らせします   
4 月から 5 月にかけ実施した新庁舎町民アンケート調査の結果がまとまりましたので、お知らせ

します。アンケートへのご協力をいただき、誠にありがとうございました。 

このアンケートは、庁舎建設の位置や理念についての基本的な方向性(基本構想)が 3 月にまとまっ

たことを受け、新庁舎の詳細について、町民の皆様のご意見を今後策定する基本計画に反映させるた

めに実施したものです。 

アンケートのうち、新庁舎において重視すべき具体的な機能や設備については、強靭な庁舎の構

造、窓口の集約配置、広い駐車場、町民利用兼災害対策スペースなどに多くの支持が集まりました。 

また、アンケートの自由意見では、基本構想に基づく庁舎建設の理念や位置について好意的なご

意見を多く頂くとともに、進入路の拡幅や費用の抑制、高齢の方に優しい配置などについてのご意見

も寄せられました。 

今後は、アンケートの結果をもとに、外部有識者や町内各団体代表者で構成する新庁舎建設検討

委員会からのご意見をいただきながら、新庁舎の具体的な機能や面積等についてまとめた計画(基本

計画)を、今年 8 月頃を目途に策定していきます。また、7 月には基本計画素案への意見をうかがう

ために、パブリックコメントを実施する予定です。 

・対象者：約１,000 人 
町内在住の 15 歳（高校１年生）以上の方から、 

性別・年代・地区を考慮のうえ、無作為抽出 

・調査方法：郵送による配布・回収 

・期間：平成 29 年 4 月 7 日～ 

平成 29 年 5 月 8 日 

・回収結果：有効送付数：993 件 

      有効回収数：558 件   回収率：56.19％

アンケートの概要 

 No.1 
桑折町 

 新庁舎建設
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16%
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大地震でも大破しない
耐震・制震などの強靭な構造

 

燃料や食料などを備蓄する倉庫

発電機、太陽光パネル、蓄電設備などの
非常用電源

防災無線などの通信機能及び
情報収集機能

一時的に避難できる広いスペース

大地震等の建物の揺れを軽減する
免震などの構造

台風・豪雨・豪雪への備え

その他

 

 

 

住民票・税・社会保障など 
関連する窓口を集約して配置 

 

その窓口でどんな手続きができるかを 
案内する分かりやすい表示 

どの階のどの場所に行けばよいかを 
質問できる総合案内 

玄関などへの分かりやすい全館案内表
示 

広い待合スペース 

その他 

 

 

 

 

 広くて利用しやすい駐車場や駐輪場 
 

プライバシーの守られる 
相談室や相談スペース 

 

座って手続きできるカウンター 
 

整理番号を発行する装置など 
窓口の混雑時に利用できる設備 

 

公衆電話やATM などの付随設備 
 

行政情報や観光情報が手に入る 
情報コーナー 

 

携帯電話等から無料でｲﾝﾀｰﾈｯﾄに 
接続できる公衆Wifi などの通信設備 

 

その他 
 

 

27%

23%

17%

12%

9%

6%

6%

1%

機能 2：町民窓口(案内)機能 

機能３：町民窓口(相談・付帯)機能 

機能 1：災害対策機能 

 大地震に強い強靭な構造が一

番多く、次いで、備蓄倉庫、非

常用電源、通信機能、避難スペ

ースが続きました。 

 1 番多いものから 5 番目まで

あまり差が開かなかったもの

の、強靭な構造はどの世代でも

多くの支持がありました。また、

80 歳代以上では一時避難スペ

ースが多く、30 歳代以下では備

蓄倉庫が多くなっています。 

 関連する窓口の集約配置が最

も多くなりました。なお、年代

が上がるほど集約配置を選択す

る方の割合が多くなっており、

特にご高齢の方にとって、1 つ

の階や場所で用件が済むことが

重要であることが分かります。 

 また、手続き内容の案内表示

は、多くの世代で支持を受けて

おり、総合案内は、女性の支持

が男性より多くなっています。 

 広い駐車場駐輪場、相談スペ

ース、座って手続きできるカウ

ンターが上位となりました。 

 駐車場駐輪場、相談スペース

がどの世代からも必要とされる

ほか、座って手続きできるカウ

ンターは70歳代以上に次いで、

30 歳代以下からも支持があり

ました。 

 また、40 歳代以下からは、発

券機や公衆電話・ＡＴＭなどの

付帯設備の充実にも支持があり

ました。 



22%

18%

18%

11%

11%

7%

5%

4%

4%

 

 階段・通路等へのスロープや 
手すり、点字ブロックの設置 

 

車椅子の方等も利用しやすい 
多機能トイレ 

エレベーターの設置 

障がいのある方も使いやすい 
思いやり駐車場 

完全な禁煙 

喫煙所などによる分煙 

子ども用トイレや親子トイレなどの 
小児用の設備 

待ち時間等に親子で利用できる 
キッズスペース 

授乳室やおむつ替えスペースなどの 
乳児用の設備 

 

 機能的で維持費用が少ないこと 
 

 省エネルギーにつながる構造や設備 
（節水等）の採用 

 

 
機能性を重視したシンプルなデザイン 

 

 文化、歴史、自然などの桑折町らしさを 
意識したデザイン 

 

 再生可能エネルギー設備（太陽光・ 
小風力・地中熱等）の利用 

 

 
柱・梁等の主要構造も含めた木造建築 

 

 
内装等への木材使用 

 

 

 緊急時は災害対応に、普段は町民や 
団体が有効に利活用できるスペース 

 

町内でのイベント時の 
臨時駐車場としての利用 

駐車場などを利用し、屋外でイベントや 
集会のできるスペース 

公園や緑地等 

休憩スペースや自動販売機 

待合スペースなどを利用し、屋外で 
イベントや集会のできるスペース 

屋内壁際などの 
町民作品ギャラリースペース 

  

機能４：すべての人にとって使いやすい機能 

機能５：特色ある機能 

機能６：にぎわい創出・連携機能 

28%

19%

16%

11%

10%

8%

6%

 歩きやすい階段通路、多機能

トイレ、エレベーターがすべて

の世代で多くなりました。 

 また、思いやり駐車場にはす

べての世代から、完全禁煙には

50 歳代以上の世代と女性から

の支持があります。 

 キッズスペースや小児用スペ

ースには 30 歳代から多くの支

持がありました。 

 全体的には、維持費用の少な

さ、省エネルギーなど、費用の

低減化に支持がありました。 

 デザインについては、全体的

にはシンプルなデザインが多い

一方、30 歳代～60 歳代ではシ

ンプル性、20 歳代以下と 70 歳

代以上では桑折町らしさが支持

を受け、年齢層により差が出ま

した。 

 町民利用兼災害対策スペース

やイベント時臨時駐車場に幅広

い年齢層から多くの支持があり

ました。 

 また、屋外イベントスペース

については、60 歳代～50 歳代

と 20 歳代以下から、公園緑地

等については50歳代～30歳代

と 70 歳代以上からの支持があ

りました。 

24%

22%

18%

15%

13%

4%

3%



自家用車

（ご自分で

運転）

72%

自家用車

（ご家族の

運転）

10%

バイク・自

転車

7%

徒歩

10%

タクシー

1%
その他

0%

 役場への来庁目的は、多い順から、戸籍・住民票等、税金、検診等、支払などとなりました。 

 これらの業務を、所管課別に整理すると、税務住民課、保健福祉課、会計室等となります。 

 新庁舎建設の 6 つの理念のうち、2 つ目の「町民すべての優しく気軽に訪れやすい庁舎」の

中では、町民の来訪の多い部門は 1 階に集約することとしており、アンケートで来庁者が多か

った業務部門は、1 階への配置を優先的に検討していきます。 

 

 
 
 
 
 
 

 来庁手段は自家用車が 8 割以上となりま

した。また、バイク・自転車等、2 輪車での

来庁者向けの対応も必要です。 
 庁舎を整備する上では、必要な駐車場や駐
輪場を確保し、庁舎への移動もスムーズにで
きるよう配慮しつつ検討を進めていきます。 
 
 
 

 新庁舎建設検討委員会が石川町と川俣町を視察       

 5 月 29 日、外部有識者や町内各団体代表者で構成する新庁舎建設検討委員会の委員等で、新庁

舎の先行事例視察を行いました。 

 午前は川俣町役場、午後は石川町役場を視察し、新庁舎に関する具体的なイメージをふくらませ

ました。 

 石川町役場は平成 28 年 9 月に、川俣町役場は平成 28 年 11 月にそれぞれ開庁しており、今回

の視察では、約半年強を経過しての感想や、倉庫等の不足などの反省点についても聞くことができ

ました。 

 今回の視察において確認した点は、検討委員会会議などで共有し、今後の新庁舎に必要な具体的

機能についての議論に活かしていきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

来庁目的 

来庁手段 

石川町役場正庁(議場)にて 両役場の地下にある免震装置 石川町役場の広い窓口 

41%
10%

8%
6%
6%

4%
4%

戸籍・住民票・印鑑登録等の手続や証明書発行、国民年金

税金（相談・申告など）

保健・検診

支払（税金、保険料など）

国民健康保険、後期高齢者医療

子育て（子ども医療、保育所など）

介護保険、高齢者福祉

(3％以下は省略) 


